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開議 午後 １時００分 

    ◎開議の宣告 

〇議長（吉野正剛君） ただいまの出席議員は９名です。 

 定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

 

    ◎諸般の報告 

〇議長（吉野正剛君） この際、諸般の報告を行います。 

 事務局長。 

〇議会事務局長（鈴木英樹君） 諸般の報告をいたします。 

 本日の欠席及び遅参届出等の議員は、５番、小松議員より欠席する旨の届出がありました。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

〇議長（吉野正剛君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定によって、１番、山内議員、２番、髙橋議

員を指名します。 

 

    ◎日程第２ 議案第１号ないし日程第８ 議案第７号 

〇議長（吉野正剛君） 日程第２、議案第１号 令和２年度佐呂間町一般会計予算、日程第

３、議案第２号 令和２年度佐呂間町簡易水道特別会計予算、日程第４、議案第３号 令和

２年度佐呂間町国民健康保険特別会計予算、日程第５、議案第４号 令和２年度佐呂間町公

共下水道特別会計予算、日程第６、議案第５号 令和２年度佐呂間町介護保険特別会計予算、

日程第７、議案第６号  令和２年度佐呂間町介護サービス事業特別会計予算、日程第８、議

案第７号 令和２年度佐呂間町後期高齢者医療特別会計予算を一括議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。なお、提案理由の説明につきましては、政策的

に特に重要なものについてのみ説明をお願いしたいと思います。 

 議案第１号より順次説明を願います。 

 企画財政課長。 

〇企画財政課長（玉井伸一君） それでは、議案第１号からご説明をいたします。最初の議

案書のほうになります。 

 議案第１号 令和２年度佐呂間町一般会計予算。 

（朗読部分記載省略） 

 次のページです。第２表、地方債。起債の目的、限度額の順に説明し、起債の方法、利率、

償還の方法は説明を省略させていただきます。ふれあいバス運行事業、３，２５０万円、過



疎債。遠軽地区地域医療対策連携事業、８１０万円、過疎債。道営畑地帯総合整備事業（営

農用水）、４，５４０万円、過疎債。漁港修築事業（水産物供給基盤機能保全事業）、１，５

８０万円、過疎債。漁港修築事業（漁村再生交付金事業）、６０万円、過疎債。プレミアム

付商品券発行事業、２，０００万円、過疎債。若里基線道路整備事業、２，８００万円、辺

地債。佐呂間３０号道路整備事業、３，０５０万円、過疎債。長寿命化修繕事業、１，３０

０万円、過疎債。夕陽が丘道路整備事業、２，５００万円、過疎債。道総合行政情報ネット

ワーク整備事業、３６０万円、緊急防災・減災事業債。消防車両購入事業、１，３１０万円、

緊急防災・減災事業債。防災行政無線整備事業、２億９，５００万円、緊急防災・減災事業

債。次のページです。臨時財政対策債、８，０００万円、臨時財政対策債です。 

 予算説明に入ります前に、副町長から参考資料の説明をさせていただきます。 

〇議長（吉野正剛君） 副町長。 

〇副町長（斉藤裕美君） それでは、参考資料を説明する前でありますが、令和２年度の国

の予算の基本的な考え方につきまして、本定例会の冒頭町長から行政執行方針にてその内

容を述べておりますので、私からは国が示した令和２年度の地方財政の見通しと予算編成

上の留意事項の中から本町に特に関係する地方財政対策についてごく簡略に説明し、その

後提出している参考資料について説明いたします。 

 国の一般会計総額１０２兆６，５８０億円のうち、地方の安定的な財政運営に必要な地方

税や地方交付税等の一般財源総額について前年度より７，２４６億円、率にして１．２％増

の６３兆４，３１８億円を確保するとしており、消費税の増加等により地方税収の増加が見

込まれるものの、国税４税の法定率分が減少する中で経費全般について節減、合理化に努め

たが、社会保障関係費の増加が見込まれることや交付税特別会計における前年度からの繰

越金がないことなどにより４兆５，２８５億円の財源不足が生じ、平成８年度以来２５年連

続して地方交付税法第６条の３第２項に基づき特別交付税の規定に該当することとなった。

このため、地方財政の運営に支障が生じることのないよう、公共事業等債等の充当率の臨時

的引上げ等による地方債の増発、地方交付税の増額、地方が負担する過去に発行された臨時

財政対策債の元利償還等に係る臨時財政対策債の発行の措置、これらを講ずることとした

結果、国と地方が折半して補填すべき財源不足は生じないこととなったとのことでありま

す。このことから地方交付税の総額は１６兆５，８８２億円の計上となり、結果として対前

年度比２．５％増、４，０７３億円の増額となっております。 

 以上が国が示した地方財政の見通しと対する予算編成についての考え方の一端ですが、

これらを踏まえ本町の当初予算の編成を行いました。歳入歳出それぞれの主な内容につき

まして、別冊の令和２年第１回町議会定例会参考資料、オレンジの表紙のものですが、この

中で昨年度に比べ大きく異なっている点をご説明申し上げます。 

 参考資料の１ページをお開き願います。初めに、令和２年度各会計歳入歳出予算の総計に

ついてであります。一般会計の当初予算額は５２億１，５６１万円となり、対前年度比５．

７％増の金額にして２億８，３４２万７，０００円の増額となります。本年度新規の事業に



つきましては、最初にソフト事業として、事業費は余り大きくありませんが、令和３年度を

初年度とする第５期総合計画策定事業の完成年度となります。そのほかに、本町がホストと

して実施する姉妹都市提携４０周年記念事業、戸籍法の一部改正やデジタル手続法に対応

する戸籍情報システム改修や戸籍附票システム改修事業などを進めるとともに、町内の運

輸、建設、加工業等への支援策として大型自動車免許等取得費補助金並びに町内の文化活動

及びスポーツ活動の活性化と技術力、競技力、指導力の向上を目的とした文化・スポーツ活

動促進事業補助金を新規創設いたします。ハード事業で１，０００万円を超える事業につき

ましては、職員住宅建設計画に基づく職員住宅新築工事、ケアハウス施設維持改修事業補助

金、浜佐呂間第３団地外壁等改修工事、昨年度実施設計を行った防災行政無線整備事業など

があります。継続事業といたしましては、遠軽地区広域組合事業の維持管理費やリサイクル

推進施設整備事業への負担金、多面的機能支払交付金事業、道営土地改良事業の若佐地区、

佐呂間東部地区の負担金、民有林や町有林の造林保育事業、浜佐呂間漁港の修築事業地元負

担金、町道３路線の整備事業、浜佐呂間小学校改修事業などであります。 

 続きまして、特別会計でございますが、６特別会計の総額は２３億６，１０８万３，００

０円となっており、対前年度比１．６％減の金額にして３，７７６万７，０００円の減額と

なります。各会計について順に説明いたしますと、簡易水道会計は３億５，３２１万１，０

００円でありまして、道営による河川改修に伴う仁倉川室井橋の水道管移設補償工事ほか

を実施するものの、継続事業であります佐呂間別川藤見橋の架け替えに伴う水道管移設補

償工事が昨年度事業費から大きく減額となり、対前年度比２４．２％減の金額にして１億１，

２６４万１，０００円の減額となります。次に、国民健康保険会計は８億９，０５２万円で、

対前年度比７．７％増の金額にして６，３３５万９，０００円の増額となります。これは、

過去３年間の保険給付費の実績を基に推計した結果、増額の予算となりました。次に、増額

率が７．８％となっている公共下水道会計の２億４，２９０万３，０００円につきましては、

漁業集落排水事業の施設機能保全計画策定業務に着手するもので、１，７５７万５，０００

円の増額となります。次に、減額率が０．４％となった介護保険会計の５億２，４１２万３，

０００円につきましては、第７期介護保険事業計画の最終３年目となり、介護給付費等に大

きな増減がなく、２０８万８，０００円の減額となります。次に、介護サービス事業会計は

２億５，８９５万７，０００円で、対前年度比１．３％減の金額にして３４０万６，０００

円の減額となります。これは、昨年実施した外壁改修事業の終了に伴う減額であります。最

後に、後期高齢者医療会計の９，１３６万９，０００円でありまして、北海道後期高齢者医

療広域連合が積算した納付金の減額から対前年度比０．６％減の金額にして５６万６，００

０円の減額となります。 

 以上、一般会計と特別会計の総額は７５億７，６６９万３，０００円で、対前年度比３．

４％増の金額にして２億４，５６６万円の増額となっております。 

 続きまして、２ページの令和２年度一般会計当初予算の款区分別の歳入について、予算の

前年対比額や増減率が大きなものについて説明をいたします。最初に、町税につきましては



７億６６５万１，０００円で、内訳は予算説明書に記載があり、この資料には記載しており

ませんが、個人町民税につきましては農業、漁業所得が好調であり、対前年度比６．３％の

増、法人町民税は税率の引上げに伴い３．７％減とし、これらを合わせた町民税は４．８％

の増と推計しております。また、固定資産税につきましては、新増築家屋は増加と見込みま

すが、土地や償却資産が減少しており、対前年度比０．１％の減と推計しております。この

ほか軽自動車税、たばこ税を合わせた町税総額は、対前年度比２．４％増の金額にして１，

６５１万５，０００円の増額となります。次に、地方譲与税につきましては、昨年度から交

付の森林環境譲与税９６６万円の増額がありまして、対前年度比１１．７％増の１億１６６

万円を計上しております。そこから５つ飛びまして、環境性能割交付金につきましては昨年

１０月に適用されたもので、同月廃止となった自動車取得税に代え環境性能割として自動

車を購入するときに納税することとなり、市町村には環境性能割交付金として配分される

もので、対前年度比２５％減の４５０万円を計上しております。次の地方特例交付金につき

ましては、昨年度交付された幼児教育無償化に伴う臨時特例交付金について本年度から一

般財源化され、普通交付税に算入となったことから減額となり、対前年度比６５．６％減の

２１０万円を計上しております。次の地方交付税につきましては、本資料の９ページに普通

交付税の算出調書を提出しておりますが、昨年１２月に示された地方財政計画の２．５％増

を基本とし、公債費の令和２年度償還額や臨時財政対策債の振替分を見込んだ推計を行い、

対前年度比５％増の２１億円と計上し、また特別交付税につきましては過去の交付額を参

考に１億円と計上し、合わせた地方交付税総額は対前年度比４．８％増の２２億円を計上し

ております。３つ飛んで、国庫支出金につきましては、昨年度まで実施した西富団地外壁等

改修工事の終了などから対前年度比１７．３％減の２億４，８１８万６，０００円を計上し

ております。１つ飛んで、財産収入につきましては、町有林の間伐事業及び素材売払収入の

増収見込みから対前年度比２８．７％増の５，４０３万８，０００円を計上しております。

寄附金につきましては、ふるさと応援事業寄附金につきまして特産品提供事業者の協力や

ポータルサイトの拡充などの効果があり、前年度から寄附額は大きく増額しており、対前年

度比１５％増の８，２８０万円を計上しております。最後の町債につきましては、辺地債１

件、過疎債９件、緊急防災・減災事業債３件、臨時財政対策債１件を合わせ、総額では６億

１，０６０万円の計上でありますが、特に防災行政無線整備事業に伴う緊急防災・減災事業

の増があり、対前年度比５０．５％の増となっております。 

 続きまして、３ページの令和２年度一般会計当初予算の款区分別の歳出についてであり

ますが、伸び率が１０％を超え増額となった款は２件でありまして、消防費につきましては

町長から行政執行方針でもその内容を述べた防災行政無線整備工事の実施によるもので、

対前年度比１３５．１％増の予算額にして５億１，４５０万円を計上しております。次に、

公債費につきましては、平成２６年度から２８年度実施のクリニックさろま建設工事、平成

２８年度実施の遠軽地区広域組合ごみ焼却施設建設事業、町民センター改修事業に対して

借り入れた過疎債の元金の償還開始に伴う増額で、対前年度比１３．６％増の６億８，２７



５万２，０００円を計上しております。 

 資料の提出はありませんが、昨年度で事業が終了し、減額が１，０００万円を超える事業

につきまして報告しますと、総務費ではパソコンＯＳ等更新事業、民生費ではサンガーデン

さろまデイサービス車両購入事業費補助金、衛生費では遠軽地区広域組合の旧ごみ焼却施

設解体事業、土木費では西富団地外壁等改修工事、舗装路面性状調査事業、教育費では佐呂

間小学校煙突改修工事、ＩＣＴ教育環境整備、これはパーソナルコンピュータ等購入事業な

どが終了しております。 

 次に、４ページから８ページにつきましては、一般会計における経常経費、臨時的経費の

比較表や目的別、性質別の内訳となっております。このうちの７ページをお開き願います。

７ページの資料は令和２年度一般会計当初予算性質別前年度対比表となりますが、このう

ちの人件費につきまして対前年度比１７．１％増の金額にして１億４，３６１万４，０００

円の増額となります。これは、非常勤特別職等の適正な任用の確保等を目的とした地方公務

員法及び地方自治法の一部を改正する法律が４月１日から施行され、会計年度任用職員制

度へと移行となります。これまで賃金職員とされてきた臨時職員が第１号会計年度任用職

員となり、その賃金を報酬にて支給する改正が行われ、資料に記載の賃金科目が削除となっ

て報酬科目で支給することとなることから、物件費の賃金から人件費へと振替を行うとと

もに、第１号会計年度任用職員にあっても６カ月以上の任用期間がある者について期末手

当を支給することとなり、人件費が増額となります。なお、後ほど総務課長が説明する２７

ページからの人件費算出資料は一般職及び第２号会計年度任用職員の人件費となり、その

予算額は減額となります。 

 ９ページでありますけれども、こちらは普通交付税の算出調書となっております。 

 １０ページは、令和２年度末の基金保有現在高と北海道備荒資金組合納付金現在高を推

計したものであります。 

 １１ページから２２ページまでは補助金、負担金、扶助費を、２３ページからは事業費を

掲載しております。この資料につきましては、予算説明の際に主な内容を各担当課長から説

明いたします。 

 ２７ページから３３ページは人件費の算出基礎資料で、後ほど総務課長から説明いたし

ます。 

 なお、本年度の主要事業などにつきましては、町長の執行方針の中で述べておりますので、

省略をさせていただきます。 

 参考資料の説明は以上であります。 

 続きまして、皆様のお手元に中期財政推計を提出しておりますが、これは令和２年度を含

めて５年間の財政推計を行ったものでありまして、後ほどご参照いただきたいと思います

が、財政推計の考え方につきまして若干の説明をさせていただきます。まず、２ページをお

開きいただいて歳出の推移についてでありますが、経常経費につきましてはルール的に推

計をしております。投資的経費につきましては、令和２年度分について主な継続事業として



遠軽地区広域組合リサイクルセンター建設事業、道営土地改良事業、民有林町有林事業、漁

港修築事業、町道整備事業や橋梁長寿命化修繕事業を見込み、また主な新規事業として一般

会計の主な事業では、職員住宅新築工事、ケアハウス施設維持改修事業費補助金、防災行政

無線整備事業、浜佐呂間第３団地改修工事など、この実施を決算見込みとしております。特

別会計では、簡易水道事業における若佐簡水区域拡張事業、水道管移設補償工事、下水道事

業における特定環境下水道整備事業などを実施した決算見込みとしております。以降、令和

３年度からの４年間につきましては、第５期総合計画の計画期間となりますが、実施計画の

策定前であるということから、第４期計画の後期事業の先送り事業、これを実施したものと

いうふうに見込んだ推計としております。次に、１ページの歳入の推計につきましては、令

和２年度は当初予算をベースとして地方交付税等の決算見込みを反映しております。令和

３年度以降では、町税は生産人口推移の平均増減率から算出し、減額という見込みになりま

す。地方交付税については、過去３カ年の交付額に占める過疎債比率の平均に当該年度の過

疎債の増減率を乗じて交付見込額としております。３ページ以降は、公債費の償還等の推移

をそれぞれ提出しておりますので、ご参照願います。これまでの行財政改革により、常に経

常的経費の抑制を念頭に置き、投資的事業を実施してきましたが、経常経費は限界まで削減

してきたところでありますが、今後とも道営土地改良事業、道路整備事業や橋梁点検、長寿

命化事業、広域事業では遠軽地区広域組合によるリサイクルセンターや最終処分場、さらに

し尿処理施設の大規模事業が継続して計画されており、その他の単独事業の実施に当たっ

ては、より一層慎重な判断が求められます。単年度に事業が重複しないよう効率的な事業の

実施と併せて、補助事業や最も有利な起債などを活用し、後年度に負担を残さないよう安定

的な財政運営を行うべく推計をしておりますこともご報告させていただきます。 

 資料の説明は以上でございますが、先ほども申し上げましたとおり、令和２年度各会計事

項別明細書の説明前に総務課長から人件費の説明を行います。 

〇議長（吉野正剛君） 総務課長。 

〇総務課長（深尾 毅君） それでは、町議会定例会参考資料の２７ページ、令和２年度人

件費算出基礎につきましてご説明を申し上げます。 

 最初に、地方公務員法と地方自治法の一部を改正する法律の施行によりまして、令和２年

４月１日より令和元年度までの嘱託職員に代わり会計年度任用職員制度が導入されること

から、人件費算出基礎各項目の表中の区分欄は会計年度任用職員と表示をさせていただい

ております。 

 それでは、１、給料から順次ご説明をさせていただきます。１、給料につきましては、特

別職、一般職、会計年度任用職員合わせまして１６７名分で、予算額といたしまして５億６，

９９７万６，０００円で、対前年２６７万６，０００円の減額となります。なお、一般職１

４４名には再任用職員を含んでおります。令和元年度当初予算との比較では、職員数におき

ましては一般職で３５名の増、会計年度任用職員で３３名の減となりまして、トータルでは

２名の増となります。このことにつきましては、昨年の第４回定例会に提案し、議決をいた



だきました佐呂間町職員定数条例の一部改正の際にもご説明を申し上げたところでありま

すが、令和２年４月１日からの会計年度任用職員制度導入に向けた洗い出しを行っていく

中で、組織として最適と考える任用、勤務形態の人員構成を実現することにより効果的、効

率的な行政サービスの提供を行っていくことが重要とされており、そのため職の設定に当

たりましてはそれぞれの職の必要性を十分吟味した上で適正な人員配置に努めることが必

要であり、さらに地方公共団体における公務の運営においては任期の定めのない常勤職員

を中心にするという原則を踏まえ、本町における職の実態について検討を行ったところで

あります。その結果、現在は嘱託職員での配置を基本としております特別養護老人ホーム介

護職、看護職、校務補、さらに保育士、図書館司書につきましてできる限り一般職での対応

とすべきとしたところであり、このことから一般職の職員数が増加し、会計年度任用職員の

職員数が減となったものであります。また、給料額の減につきましては、退職者に対する新

規採用者の給料の格差によるものが減額の主な要因となっております。 

 次に、２、扶養手当につきましては、本年４月現在見込みの支給を基準としておりまして、

一般会計、特別会計合わせまして対象職員５２名分、１，１１３万円で、対前年１４万４，

０００円の増額となります。 

 次に、３、期末手当につきましては、支給基準日現在の給料額と扶養手当の額に特別職、

一般職それぞれの支給率と役職加算を乗じまして、一般会計、特別会計合わせまして１億２，

８０３万９，０００円で、対前年５３６万３，０００円の減額となります。 

 次に、４、勤勉手当につきましては、支給基準日現在の給料額と扶養手当の額に支給率と

役職加算を乗じまして、一般会計、特別会計合わせまして７，８４４万９，０００円で、対

前年５２４万２，０００円の減額となります。一般職に係ります勤勉手当の支給率につきま

しては、令和元年度当初予算におきましては１００分の１８５でありましたが、昨年の人事

院勧告によりまして支給率が１００分の１９０に改正となっております。 

 次に、５、寒冷地手当につきましては、１１月から翌年３月までの５カ月間に支給され、

扶養親族のある世帯では月額２万６，３８０円、年額で１３万１，９００円、扶養親族のな

い世帯では月額１万４，５８０円、年額で７万２，９００円、単身者につきましては月額１

万３４０円、年額では５万１，７００円の３区分に分かれておりまして、一般会計、特別会

計合わせまして１，１８８万円で、対前年１２５万円の減額となります。 

 次に、６、管理職手当につきましては、課長職につきましては支給率が１００分の１０で

１４名、課長補佐職につきましては１００分の８で１７名となっております。一般会計、特

別会計合わせまして１，３１６万６，０００円で、対前年１２３万２，０００円の減額とな

ります。 

 次に、７、夜間勤務手当につきましては、介護サービス事業特別会計のみが該当となりま

すが、１人１回当たり５，０００円で計上いたしておりまして、特別養護老人ホームの介護

士１９名分で総額３８５万５，０００円となりまして、対前年１０万円の増額となります。

夜勤体制につきましては２名体制となっております。 



 次に、８、管理職特別勤務手当につきましては、昨年度は北海道知事、北海道議会議員選

挙及び参議院議員選挙が予定されておりましたことから、選挙事務に対する管理職に係る

経費として計上しておりました。本年度におきましても町長選挙が予定されておりますが、

経費節減の観点から代休制度での対応とすることとして、手当としては計上いたしており

ません。 

 次に、９、通勤手当につきましては、交通機関利用者、また自家用車等を利用して通勤す

る職員に支給されますが、自家用車等の利用者１５名に対します支給分といたしまして一

般会計、特別会計合わせて１３３万８，０００円で、対前年２３万６，０００円の減額とな

ります。 

 また、１０、時間外勤務手当につきましては、これは管理職を除く職員給料の３％を基準

に計上しております。ただし、簡易水道特別会計及び公共下水道特別会計におきましては昨

年度同様、最近の突発的に発生いたします緊急時対応を考慮し、簡水会計では１０％、下水

道会計では２０％にて計上をしております。一般会計、特別会計合わせまして１，４２７万

５，０００円で、対前年２１２万６，０００円の減額となります。 

 次に、１１、宿日直手当につきましては、日直勤務１日当たり手当額４，４００円の１２

２日分で５３万７，０００円を計上いたしております。 

 次に、１２、住居手当につきましては、借家、借間の１６名と持家所有者の３８名が対象

となっております。一般会計、特別会計合わせまして５４５万円で、対前年１９９万７，０

００円の減額となります。 

 次に、１３、児童手当につきましては、中学校終了までの子供が対象で、ゼロ歳から３歳

未満、月額１万５，０００円、３歳から小学校終了前、月額１万円、中学生、月額１万円で、

一般会計、特別会計合わせまして３７８万円で、対前年２５万９，０００円の増額となりま

す。該当する職員数は２１名で、対象児童は３５名となっております。 

 次に、１４、処遇改善手当につきましては、介護サービス事業特別会計のみが該当となり、

特別養護老人ホームに勤務する一般職、会計年度任用職員等の介護士、看護師が支給対象と

なりまして、処遇改善手当として１名につき月額１万８，０００円、総額で４９６万８，０

００円、対前年２１万６，０００円の増額となります。国では、介護の現場で働く介護職員

の処遇改善を図るため、介護サービスに従事する介護職員の賃金改善に充てることを目的

に介護職員処遇改善加算を創設しており、本町におきましてもこの制度を活用し、特別養護

老人ホームに従事する介護、看護職員に対し処遇改善手当として支給するものであります。

この制度を活用し加算を取得した事業者は、加算の算定額に相当する介護職員の賃金の改

善を実施しなければならないとされており、当初予算におきましては加算額の見込みなど

から支給額を算出しておりますが、今後の処遇改善手当区分の決定などにより、今後支給額

が確定していくこととなります。 

 次に、１５、共済費等につきましては、一般会計、特別会計合わせまして２億８，９１７

万７，０００円で、１，６０４万６，０００円の増額となります。 



 次に、３０ページから３２ページまでは、職員数の推移、佐呂間町職員定数調べでありま

す。平成２５年度から令和２年４月見込みの定数とそれらの現在数を記載しております。 

 また、最後にあります３３ページにつきましては、平成２７年度から令和２年度見込みの

旧嘱託職員及び第２号会計年度任用職員数調べについて提出をしておりますので、後ほど

ご照覧くださるようお願いを申し上げます。 

 それでは、続きまして令和２年度の予算書の説明に入らさせていただきますが、一般会計

及び特別会計とも事項別明細書の総括表、給与費明細書、債務負担行為調書及び地方債の現

在高見込調書につきましては説明を省略させていただきますので、ご了承賜りますようよ

ろしくお願いを申し上げます。なお、町議会提出議案説明資料、予算関係、表紙が黄色の冊

子を提出しておりますので、それと併せてご説明をさせていただきます。 

 それでは、令和２年度佐呂間町一般会計、特別会計予算説明書、歳出の２６ページ、議会

費より順次ご説明を申し上げます。２６ページの歳出からになります。歳出、１款議会費、

１項議会費、１目議会費６，１６８万４，０００円、５５万８，０００円の減。 

 続きまして、２８ページ中段になります。２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費

８億８，７５２万５，０００円、３，１８７万円の減。減額の主な要因につきましては、人

件費算出基礎でも説明いたしましたが、２９ページの給与費におきまして給与費全体で７

５８万２，０００円の減額によるものであります。続きまして、３３ページになります。３

３ページの電算システム運用に要する経費が減額となっております。昨年度は職員が業務

で使用いたしますパソコンシンクライアントの購入費１，１８６万８，０００円を計上して

おりましたが、事業完了により減額となっております。なお、１８節負担金補助及び交付金

の北海道自治体情報システム協議会負担金につきましては、議案説明資料、予算関係資料１

及び資料２を提出しております。続きまして、３５ページになります。３５ページ、公用車

維持管理に要する経費の１７節備品購入費の車両購入費につきましては、導入から１０年

を経過し老朽化した公用車１台を入れ替えるための費用を計上しております。なお、本件に

つきましては、議案説明資料、予算関係資料３を提出しております。 

 続きまして、３８ページ中段になります。２目文書広報費８９９万７，０００円、６３万

２，０００円の減。減額の主な要因は、昨年度は広報に要する経費において広報作成用パソ

コンの購入を計上しておりましたが、事業完了により減となります。 

 続きまして、４０ページになります。３目財政管理費４４万３，０００円、３，０００円

の増。 

 ４目会計管理費２８０万３，０００円、１６５万２，０００円の増。増額の主な要因は、

４１ページにあります出納経理事務に要する経費の１２節委託料中、派出所派遣委託料１

６５万円でありまして、令和２年度より庁舎出納室窓口に設置しております指定金融機関

派出所への遠軽信用金庫職員の派遣に対し委託料を支出することによるものであります。 

 続きまして、戻っていただいて４０ページの下段になります。５目財産管理費１億５，５

６９万４，０００円、７，６５８万２，０００円の増。増額の主な要因は、４３ページにな



ります。４３ページの上段にあります地籍調査に要する経費の１２節委託料中、地籍情報管

理システム改修業務委託料４１６万９，０００円でありまして、現在使用しております地籍

情報管理システムのメーカーサポート期間終了に伴い、地籍情報ソフトウエアの改修及び

デスクトップパソコンほか附属機器の更新を行うものであります。本件につきましては、議

案説明資料、予算関係資料４を提出しております。続きまして、４５ページになります。４

５ページの上段にあります町有財産に要する経費の１４節工事請負費の町有建物解体撤去

工事につきましては、昭和４９年度に建設されました浜佐呂間旧教員住宅でありまして、経

年による老朽化が著しく、家屋倒壊の危険性もあり、近隣住民の安全の確保、さらに国道沿

いでもあることから景観を考慮し解体撤去を行うものであります。また、その下、教員住宅

解体工事につきましては、昭和４９年度に建設されました教員住宅でありまして、経年によ

る老朽化が著しく、さらに今後も利用の見込みがないことから解体撤去を行うものであり

ます。これらの件につきましては、議案説明資料、予算関係資料５及び資料６を提出してお

ります。また、次の職員住宅に要する経費の１４節工事請負費の職員住宅新築工事につきま

しては、現在職員住宅は２１棟３７戸となっておりますが、そのほとんどが建設から３５年

以上が経過しております。近年はクリニックさろま、安心ハウス建設等に伴う職員住宅の解

体、さらに女子寮の解体などにより、若年層向けの住宅不足を補うため、新たに１ＬＤＫ二

棟４戸の職員住宅を建設するものであります。本件につきましては、議案説明資料、予算関

係資料７で資料を提出しております。次に、職員住宅浴室等改修工事につきましては、平成

３０年度より計画的に実施をしているもので、築４０年を超える職員住宅の浴室はコンク

リート打ちの床に据置き型の浴室を置く形となっておりますが、これをユニットバス、さら

に脱衣室の改修を行うもので、本年度におきましては５棟５戸の改修を行うものでありま

す。本件につきましては、議案説明資料、予算関係資料８で資料を提出しております。 

 続きまして、４４ページの中段になります。６目基金管理費６４０万７，０００円、２４

９万５，０００円の増。増額の主な要因は、４５ページにあります基金積立金の財政調整基

金、減債基金、各公共施設整備基金の利子積立金でありまして、基金を運用し、令和元年に

地方公共団体金融機構及び国際金融機構から新たに購入した債権により利子２４９万５，

０００円の増額を見込むものであります。 

 ７目支所及び出張所費２１万７，０００円、４０６万８，０００円の減。減額の主な要因

は、４５ページの若佐支所・浜佐呂間出張所に要する経費でありまして、令和元年度に購入

いたしました若佐支所、浜佐呂間出張所のファクス付コピー機に係る備品購入費の減額に

よるものと、昨年度は浜佐呂間出張所に業務委託者１名を配置しておりましたが、新年度よ

り支所、出張所につきましては再任用職員１名の配置とすることから、業務委託料の減額に

よるものであります。 

 続きまして、４６ページ上段になります。８目地方振興費６，８４６万６，０００円、２

７９万８，０００円の増。増額の主な要因は、４９ページになります。４９ページのふるさ

と納税に要する経費でありまして、令和元年度の寄附実績から令和２年度の寄附増額を見



込むとともに、経費として生じるクレジット決済手数料及びふるさと納税業務代行委託料

を増額計上するものであります。また、令和２年度から株式会社トラストバンクが運営する

寄附サイト、ふるさとチョイスにおいて契約システムが大幅に変更となり、これまでどおり

ふるさとチョイスのサイトを利用するには新たに基本プラン契約が必要で、寄附額の５％

が使用料としてかかることから、このソフトウエア使用料を増額するものであります。なお、

４９ページのその他地域振興に要する経費において令和２年度においても継続してＪＡＬ 

ＤＥ パンプキンキャンペーン事業の実施に係る関連経費を計上しております。本件につ

きましては、議案説明資料、予算関係資料９を提出しております。 

 続きまして、５０ページになります。９目報償費４５万５，０００円、４２万８，０００

円の減。 

 １０目青少年対策費１９万６，０００円、５，０００円の増。 

 以上であります。 

〇議長（吉野正剛君） 町民課長。 

〇町民課長（中村直樹君） 続きまして、交通安全対策費からご説明いたします。 

 １１目交通安全対策費３３６万９，０００円、５万９，０００円の増。 

 ５４ページです。１２目姉妹都市交流費３９９万６，０００円、３９５万６，０００円の

増。増額の要因は、５５ページの姉妹都市交流に要する経費でありまして、パーマ市との姉

妹都市交流が令和２年度に提携から４０周年を迎えるため、本町にパーマ市からの訪問団

を招き記念事業を開催するための経費計上によるものであります。本件につきましては、議

案説明資料、資料番号１０を提出しておりますので、後ほどご照覧をお願いいたします。 

 １３目自治振興費４，０９９万３，０００円、７４３万２，０００円の減。減額の主な要

因は、元年度に１４節工事請負費にて浜佐呂間活性化センター改修工事を計上しておりま

したが、事業完了となっておりますが、自治会に要する経費の５７ページ、１８節負担金補

助及び交付金にて地区集会施設整備費補助金として佐呂間漁村環境改善総合センターの改

修に伴う補助金７１５万８，０００円、地区集会施設解体費補助金として中園共栄会館の解

体に伴う補助金１０４万円を計上しております。本件につきましては、議案説明資料、資料

番号１１で地区集会施設整備費補助金、資料番号１２で地区集会施設解体費補助金の概要

を提出しておりますので、後ほどご照覧をお願いいたします。 

 ５８ページになります。１４目総合計画策定費１５５万５，０００円、５８万８，０００

円の減。総合計画策定に要する経費につきましては、令和２年度をもって満了となる第４期

総合計画の次期計画策定のため平成３０年度より調査審議を行っております策定審議会等

に係る関連予算の計上で、議案説明資料、資料番号１３を提出しておりますので、後ほどご

照覧をお願いいたします。 

 ６０ページになります。２項徴税費、１目税務総務費１１万６，０００円、５３８万６，

０００円の減。減額の要因は、６１ページの固定資産評価に要する経費でありまして、令和

元年度に実施しました土地の評価替えに伴う標準地不動産鑑定評価業務委託に係る委託料



の減額によるものであります。 

 ２目賦課徴収費４８９万５，０００円、７万２，０００円の減。 

 ６２ページになります。３項戸籍住民登録費、１目戸籍住民登録費１３８万５，０００円、

４１万４，０００円の増。増額の主な要因は、戸籍住民登録事務に要する経費、１７節備品

購入費でありまして、パスポート交付用端末の更新によるものです。 

 以上で終わります。 

〇議長（吉野正剛君） 総務課長。 

〇総務課長（深尾 毅君） 続きまして、６４ページになります。４項選挙費、１目選挙管

理委員会費２４万４，０００円、２，０００円の増。 

 ２目町長選挙費４７１万１，０００円、４７１万１，０００円の増。本年９月１１日をも

って任期満了となります町長選挙に要する経費を計上しております。 

 続きまして、６６ページの中段になります。参議院議員選挙費、廃目、５５８万７，００

０円の減。北海道知事北海道議会議員選挙費、廃目、２９１万３，０００円の減。 

 ５項統計調査費、１目統計調査費４１７万５，０００円、２２３万８，０００円の増。増

額の主な要因は、６７ページの統計調査に要する経費において、令和２年度に実施されます

国勢調査に係る統計調査員報酬ほか関連予算の計上によるものであります。 

 続きまして、６６ページの下段になります。６項監査委員費、１目監査委員費１８７万７，

０００円、２３万６，０００円の増。 

 続きまして、６８ページの中段になります。７項車両管理費、１目車両管理費９，５５０

万４，０００円、１６８万７，０００円の増。増額の主な要因は、６９ページ、ふれあいバ

スに要する経費の１２節委託料において、車両年数経過による車検等整備費の増によるバ

ス運行委託料の増によるものであります。 

 以上であります。 

〇議長（吉野正剛君） 暫時休憩をいたします。 

 

休憩 午後 ２時０２分 

再開 午後 ２時１５分 

 

〇議長（吉野正剛君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 引き続き民生費の説明をお願いをいたします。 

 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（武田温友君） それでは、７０ページになります。３款民生費、１項社会

福祉費、１目社会福祉総務費２億３，７８０万１，０００円、３５３万８，０００円の減。

減額の主な要因は、７１ページ中段の各社会福祉団体等助成に要する経費、社会福祉協議会

運営費補助金で車両購入１台、集会室テーブル購入、音響施設更新などの費用を計上したこ

とにより２７６万５，０００円増額となりますが、７３ページの障害者総合支援に要する経



費、１９節、障害者総合支援費でグループホーム入居者４名の減などにより前年度よりも６

００万円程度減額になることによるものであります。 

 ７４ページです。２目国民年金費８万３，０００円、２，０００円の増。 

 ３目老人福祉費６，０２４万５，０００円、１，５１０万９，０００円の増。増額の主な

要因は、高齢者対策事業に要する経費の７７ページ、１４節工事請負費と１７節備品購入費

で外出支援サービス事業の車両購入と車庫新設工事で６５７万４，０００円、７９ページ、

その他高齢者福祉に要する経費、１８節負担金補助及び交付金、ケアハウス施設維持改修事

業費補助金１，２３７万５，０００円の事業費を予算計上したことによるものであります。

次のサンガーデンさろまデイサービス事業運営費補助金８０３万３，０００円を、今年度は

当初予算に計上したことによるものであります。なお、外出支援サービス車両購入事業につ

きましては予算関係資料１４で、ケアハウス施設維持改修事業費補助金については資料１

５を提出しております。 

 ７８ページです。４目老人福祉施設費１，８１１万６，０００円、１２９万９，０００円

の減。減額の主な要因は、老人福祉センターに要する経費で昨年度に予算計上しておりまし

た消防設備、自動ドア等の修繕費が１２５万８，０００円減額になったことによるものであ

ります。 

 ８０ページです。５目重度心身障害者特別対策費７１６万４，０００円、２０８万７，０

００円の減。減額の要因は、８１ページ、重度心身障害者医療費助成事業に要する経費、１

９節扶助費、医療扶助費でありまして、過去３年間の実績により減となっております。 

 ６目介護支援費４１万４，０００円、１０万２，０００円の減。 

 ７目後期高齢者医療費６，４９０万９，０００円、１，５７２万６，０００円の減。医療

給付に要する経費の市町村負担分で、北海道後期高齢者医療広域連合の試算により減額と

なっております。 

〇議長（吉野正剛君） 保育所長。 

〇保育所長（大谷昭文君） 続きまして、８０ページの下段になります。２項児童福祉費、

１目児童福祉総務費１，０６１万１，０００円、７万円の減です。 

 続きまして、８４ページです。２目児童福祉施設費４５９万１，０００円、２１８万４，

０００円の増。増額の要因は、８５ページ、児童館に要する経費の１４節工事請負費であり

まして、児童館プレイルームにエアコンを設置するものです。予算関係資料の１６番に資料

を提出しております。 

 下段です。３目児童措置費６，１７４万６，０００円、６４万７，０００円の減。 

 ８６ページです。４目母子福祉費３２７万６，０００円、４８万９，０００円の増。 

 ５目常設保育所費３，３７３万１，０００円、５９１万１，０００円の増。主な増減の内

訳としましては、佐呂間保育所の運営に要する経費の８９ページ中段、１４節工事請負費、

エアコン設置工事でありまして、保育所の未設置教室にエアコンを設置するものです。なお、

エアコン設置工事につきましては、議案説明資料の１７番に資料を提出しております。同じ



く中段、１７節備品購入費の増でありまして、コピー機とフードプロセッサーの更新による

ものです。同じく下段の１８節負担金補助及び交付金の子育て支援保育料補助金の減によ

るものです。 

 ８８ページです。６目子育て支援センター費２８０万円、４８万１，０００円の増。 

 ９０ページです。３項災害救助費、１目災害救助費１，０００円、増減なし。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（武田温友君） ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費１億２，

６６２万５，０００円、１１９万６，０００円の減。減額の主な要因は、９３ページ、地域

医療対策に要する経費の遠軽地区地域医療対策連携負担金、これは遠軽厚生病院の不採算

診療科目への損失補填に対してのものでありますが、遠軽地区３町が２億円を負担するう

ち、佐呂間町の負担額が１，７８８万６，０００円と昨年よりも９４万円減額となったこと

によるものです。 

 ９４ページです。２目母子保健費２，６３４万２，０００円、４６万２，０００円の減。 

 ９６ページです。３目感染症予防費６，０００円、３，０００円の減。 

 ９８ページです。４目結核予防費７２万４，０００円、５万９，０００円の増。 

 ５目予防費１，３６４万９，０００円、１３９万７，０００円の増。増額の要因は、予防

接種に要する経費、１２節委託料の予防接種委託料で、現在は乳児を対象にして任意予防接

種で実施しておりますロタウイルスの予防接種が今年１０月から定期接種となることから、

新規で予防接種委託料を計上したことによるものです。 

 ６目成人病対策費１，２０９万１，０００円、３９万７，０００円の増。 

 次のページです。７目診療所費５，８６９万６，０００円、３９万８，０００円の減。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 町民課長。 

〇町民課長（中村直樹君） ２項環境衛生費、１目環境衛生費１億２，６２２万１，０００

円、２，６０９万５，０００円の減。減額の主な要因は、一般廃棄物処理に要する経費にお

いて１８節負担金補助及び交付金の１０３ページ、遠軽地区広域組合負担金にて、昨年度は

旧焼却施設の解体工事分を計上しておりましたが、事業完了により減額となっております。 

 １０６ページになります。２目墓地火葬場管理費１，１４３万７，０００円、３９０万７，

０００円の増。増額の主な要因は、１０７ページ、墓地・火葬場管理に要する経費、１２節

委託料にて斎場管理業務委託料を計上しておりますが、本年度から安定した管理をお願い

するため、委託先を個人から法人に変更することにより増額となっています。また、１４節

工事請負費にて、昨年度はサロマ斎場火葬炉燃焼送風機取替工事を計上しておりましたが、

事業が完了し、本年度についてはサロマ斎場火葬炉設備油配管等更新工事を計上しており

ます。議案説明資料、資料番号１８で概要を提出しておりますので、後ほどご照覧をお願い

いたします。 



 １０８ページになります。３目公園管理費６５２万６，０００円、４０１万３，０００円

の増。増額の主な要因は、公園管理等に要する経費の１４節工事請負費にて佐呂間児童公園

遊具更新工事４３１万８，０００円を計上しており、議案説明資料、資料番号１９で概要を

提出しておりますので、後ほどご照覧をお願いいたします。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 農務課長。 

〇農務課長（安藤誠司君） 続きまして、農林水産業費をご説明いたします。 

 ５款農林水産業費、１項農業費、１目農業委員会費１，７７３万９，０００円、７３３万

７，０００円の減です。減額の主な要因につきましては、人件費の減額によるものでござい

ます。 

 次に、１１０ページ下段でございます。２目農業総務費８２万円、６，０００円の増。 

 次に、１１２ページ中段でございます。３目農業振興費５，１１７万円、２９万５，００

０円の減。１１３ページ下段、１８節負担金補助及び交付金の補助金、多面的機能支払交付

金事業補助金につきましては、昨年の当初予算と同額でございまして、予算関係資料、資料

番号２０を提出しておりますので、後ほどご照覧ください。 

 次に、１１４ページでございます。４目土地改良費１億３，４３９万３，０００円、３，

２５４万円の減。減額の主な要因につきましては、１１５ページ上段、道営土地改良事業に

要する経費、１８節負担金補助及び交付金の負担金、道営土地改良事業等負担金で、道営土

地改良事業若佐地区の浄水場完成に伴う事業費減による負担金の減額です。議案説明資料、

予算関係、資料番号２１を提出しておりますので、後ほどご照覧ください。 

 次に、１１６ページでございます。５目畜産業費２，７５８万９，０００円、２９５万３，

０００円の増。増額の主な要因につきましては、１１７ページ、公共牧場に要する経費の１

２節委託料、牧野利用委託料で、入牧頭数増による増額です。 

 次に、１１８ページ下段でございます。６目産業後継者対策費１３８万２，０００円、１

１６万６，０００円の減。減額の主な要因につきましては、昨年度計上しておりました産業

後継者対策に要する経費、新規就農予定者就農研修支援資金貸付金について、本年度は対象

者がいなく、そのための減額でございます。 

 次に、１２０ページ中段でございます。７目地場産品開発研究センター管理費８１０万９，

０００円、５５２万２，０００円の増。増額の主な要因につきましては、１２１ページ下段、

地場産品開発研究センターに要する経費、１４節工事請負費、蒸気ボイラー取替工事による

ものでございます。議案説明資料の予算関係、資料番号２２を提出しておりますので、後ほ

どご照覧ください。 

 以上でございます。 

〇議長（吉野正剛君） 経済課参事。 

〇経済課参事（林 洋樹君） 続きまして、１２２ページ、林業費を説明いたします。２項

林業費、１目林業総務費６３６万６，０００円、４２万４，０００円の増。なお、１２３ペ



ージ上段の有害鳥獣駆除に要する経費にあります７節報償費につきまして、予算関係資料

２３で有害鳥獣駆除対策事業を提出しておりますので、後ほどご照覧願います。 

 次に、１２４ページです。２目林業振興費１，８７２万５，０００円、３６７万４，００

０円の増。増額の主な要因は、１２５ページ上段の民有林対策に要する経費にあります１８

節、民有林人工造林推進事業費補助金によるもので、森林組合が受託する人工造林の事業量

増加に伴うものであります。なお、予算関係資料２４で民有林人工造林推進事業費補助金を

提出しておりますので、後ほどご照覧願います。 

 次に、１２４ページ下段です。３目町有林事業費７，１４０万円、９９６万５，０００円

の増。増額の主な要因は、１２５ページからの町有林整備事業に要する経費中、１２７ペー

ジ上段の１４節工事請負費の町有林素材生産事業によるもので、事業量の増加に伴うもの

であります。なお、予算関係資料２５で令和２年度町有林整備事業計画一覧表を提出してお

りますので、後ほどご照覧願います。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 経済課長。 

〇経済課長（菊地秀喜君） 続きまして、１２６ページ、３項水産業費、１目水産業総務費

３７６万９，０００円、１３８万６，０００円の増。主な要因としましては、水産行政に要

する経費、１４節工事請負費の富武士漁港公衆トイレ改修工事であります。なお、予算関係

資料、資料番号２６において資料を提出しておりますので、後ほどご照覧願います。 

 続きまして、１２８ページです。２目水産業振興費３，７９６万８，０００円、１，９８

７万３，０００円の増。主な要因としましては、漁港整備に要する経費の１８節、漁港修築

事業地元負担金として、浜佐呂間漁港で行われます水産物供給基盤機能保全事業及び漁村

再生交付金事業並びに若里漁港で実施されます漁港機能増進事業の地元負担金であります。

関係資料として資料番号２７番を提出しております。 

 続きまして、１３０ページ、商工費を御覧ください。６款商工費、１項商工費、１目商工

費５，５８２万円、８６万４，０００円の増。主な要因としましては、１３１ページ上段、

商工団体助成に要する経費、１８節負担金補助及び交付金、補助金のプレミアム付全町共通

商品券発行事業補助金が２００万円の増、またその他商工振興に要する経費、１８節負担金

補助及び交付金、１３３ページ上段の大型運転免許等取得費補助金２０２万４，０００円、

同じく商工業活性化事業補助金２２０万円の減による差引分であります。プレミアム付全

町共通商品券発行事業及び商工業活性化事業につきましては、予算関係説明資料、資料番号

２８を提出しております。また、佐呂間町大型自動車免許等取得費補助金事業につきまして

は、予算関係資料、資料番号２９番を提出しております。後ほどご照覧お願いいたします。 

 次に、１３２ページ、２目観光費３，０２０万６，０００円、５２３万１，０００円の減。

減額の主な要因は、１３５ページ上段の観光施設の管理運営に要する経費、１０節需用費、

細節修繕料において物産館「みのり」ホールＬＥＤ化修繕事業等によるものと、１４節工事

請負費において昨年行ったキムアネップ休憩所改修工事４６８万８，０００円及び悠林館



冷蔵庫更新工事２３７万６，０００円が完了したことによる差引きによるものです。物産館

「みのり」ホール照明ＬＥＤ化修繕事業につきましては予算関係資料、資料番号３０番、ま

た道の駅管理運営委託料については資料番号３１番で提出しておりますので、後ほどご照

覧をお願いいたします。 

〇議長（吉野正剛君） 建設課長。 

〇建設課長（桑島孝之君） 続きまして、１３６ページ、土木費からでございます。７款土

木費、１項土木管理費、１目土木総務費１８０万円、１０万２，０００円の増です。 

 続きまして、２項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費３６８万４，０００円、２２７万５，

０００円の増です。増額の主な要因は、除雪センターに要する経費の次ページの１３９ペー

ジの１４節工事請負費、除雪センター電動シャッター取替工事の増でありまして、除雪セン

ターに設置されている電動シャッターを手動のオーバースライダーへ更新する工事費の増

であります。なお、予算関係資料３２で事業の概要を提出しておりますので、後ほどご照覧

いただきたいと思います。 

 続きまして、１３８ページです。２目道路橋梁維持費１億９，３２１万３，０００円、１，

８９７万１，０００円の減です。減額の主な要因は、事業量の減によるものです。町道維持

補修及び除雪に要する経費の１２節委託料ですけれども、昨年まで舗装路面性状調査事業

委託がありましたけれども、昨年度終了し、その減と、橋梁点検委託で２巡目の橋梁点検委

託は行うものの、補修工事における実施設計は行わないことに伴う事業費の減であります。

なお、予算関係、資料番号３２で長寿命化修繕事業の概要を提出しておりますので、後ほど

ご照覧いただきたいと思います。 

 次、１４０ページ中段です。３目道路新設改良費１億２，６０７万９，０００円、３，０

０７万９，０００円の増です。増額の主な要因は、事業量の増によるものです。本年度の若

里基線道路整備事業と佐呂間３０号道路整備事業の２路線はいずれも継続事業の改良舗装

工事であり、新たに夕陽が丘道路整備事業に要する経費の１４節工事請負費で記載してお

ります夕陽が丘道路改良舗装工事の新規路線１本を含む全路線で３路線の改良舗装工事を

予定しております。なお、夕陽が丘道路整備事業につきましては、舗装の傷みが著しく、早

急な整備が必要な路線であることから、本年度より整備を予定するものです。なお、予算関

係資料３２で事業の概要を提出しておりますので、後ほどご照覧いただきたいと思います。 

 次、３項河川費、１目河川維持費１，２２８万１，０００円、２７万円の増です。 

 １４２ページ中段です。４項住宅費、１目住宅管理費３，２７３万１，０００円、４，０

９１万１，０００円の減です。減額の主な要因は、事業量の減によるものです。減額の主な

要因は、西富団地外壁等改修工事の終了に伴う事業量の減でありますが、新たに１４３ペー

ジ中段の公営住宅維持管理に要する経費の１４節工事請負費で宮前団地屋根塗装工事と浜

佐呂間第３団地外壁等改修工事の新規工事を予定するものであります。宮前団地屋根塗装

工事でありますが、宮前団地は全部で８棟あり、一番古い棟では２０年以上経過しています

が、屋根塗装は一度も施工していないことから、長寿命化を図るため計画的に８棟を８年計



画で、本年度は１棟の屋根塗装を予定するものであります。また、浜佐呂間第３団地外壁等

改修工事につきましては、佐呂間町公営住宅等長寿命化計画に基づき、２９年以上経過した

浜佐呂間第３団地の外壁、サッシ改修、２４時間換気整備をサロマ湖側の１号棟４戸の改修

を予定するものであります。なお、予算関係資料３２で事業の概要を提出しておりますので、

後ほどご照覧いただきたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 総務課長。 

〇総務課長（深尾 毅君） 続きまして、１４２ページの消防費からご説明を申し上げます。 

 ８款消防費、１項消防費、１目消防費２億１，０６４万８，０００円、２２６万４，００

０円の増。１４３ページの遠軽地区広域組合に要する経費、１８節負担金補助及び交付金の

うち１４５ページの遠軽地区広域組合負担金につきましては、広域組合予算総額１２億５，

３８１万７，０００円のうち本町負担分として２億１，０６４万８，０００円を負担するも

のであります。 

 続きまして、１４４ページになります。２目災害対策費３億３８５万２，０００円、２億

９，３３７万６，０００円の増。増額の主な要因につきましては、１４５ページの上段、災

害対策に要する経費でありまして、現在移動系として除雪センターで利用しております市

町村防災行政無線につきましては、現在はアナログ方式となっておりますが、これをデジタ

ル方式に移行しなければ平成３４年、令和４年１２月以降は使用できなくなります。この無

線設備は昭和５３年に整備し、使用してきておりますが、行政内部の連絡手段としても今後

も必要でありますことから、新規格に適合したデジタル無線に更新を行うものであります。

また、災害時における住民に対する情報伝達手段としては、町内全域に瞬時に情報を伝達す

る手段にはなっていないのが現状であります。特に国からＪアラートと連携する情報伝達

手段の多重化が求められており、現在は登録制メールのみとなっていることから、同報系無

線や戸別受信機等の整備が必要とされております。昨年度より２カ年間の事業として実施

をしてきており、本年度は事業整備年度となりまして、各家庭への戸別受信機の整備を併せ

て計画するものであります。１３節委託料で防災行政無線パンフレット作成業務委託料２

５０万８，０００円及び防災行政無線整備工事施工監理業務委託料８０３万円、１４節工事

請負費の防災行政無線整備工事２億８，７００万円などでありまして、本年度の全体事業費

としては２億９，８１０万９，０００円を計上しております。本件につきましては、議案説

明資料、資料３３を提出しております。続きまして、１４７ページの上段になります。１４

７ページの上段にあります１８節負担金補助及び交付金の北海道総合行政ネットワーク更

新事業負担金でありますが、本ネットワークは災害時の通信手段として構築され、北海道庁、

総合振興局及び市町村を通信回線で結び、電話やファクスなど多様な行政情報の通信手段

として活用されております。この回線は光回線と衛星回線による２ルートで構成をされて

おり、このうち光回線につきましては平成２３年度に更新整備がなされておりますが、衛星

無線回線につきましては平成６年度から９年度にかけて整備がなされたもので老朽化が著



しいことから、道内全市町村で更新整備を行うこととなったものであります。本整備事業に

つきましては、北海道総合行政情報ネットワーク衛星無線設備更新整備工事として北海道

が発注をし、全市町村の整備に要する経費の２分の１相当額を１７９市町村で負担をする

ものであります。本件につきましては、議案説明資料、資料３４を提出しております。 

 以上であります。 

〇議長（吉野正剛君） 管理課長。 

〇管理課長兼学校給食センター所長（谷口義春君） 続きまして、１４６ページ中段の教育

費からご説明いたします。 

 ９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費１６５万円、１，０００円の減。 

 ２目事務局費１億３，１８２万９，０００円、５４２万円の減。減額の主な要因は、１４

７ページ中段の給与費の減によるものであります。 

 続きまして、１５０ページ下段です。３目教育財産管理費６，５２８万３，０００円、４

１６万７，０００円の減。減額の主な要因は、１５３ページ上段の小中学校の維持管理に要

する経費中、１２節委託料に前年度は学校施設長寿命化計画策定業務委託料を計上してい

ましたが、これが終了したことによるものです。なお、１５１ページ下段の教職員住宅の維

持管理に要する経費中、１５３ページ上段の１４節工事請負費にあります教員住宅外壁・屋

根塗装工事につきましては、議案説明資料の予算関係、資料番号３５で資料を提出しており

ますので、後ほどご照覧願います。 

 続きまして、１５２ページ下段です。４目教育振興費６１９万８，０００円、７６万円の

減。減額の主な要因は、１５３ページ下段の児童生徒振興に要する経費中、１８節負担金補

助及び交付金の佐呂間町学校体育文化活動費補助金の減額によるものです。 

 続きまして、１５４ページ中段です。２項小学校費、１目学校管理費６，８３５万３，０

００円、５，８９０万２，０００円の減。減額の主な要因は、１５５ページ中段の小学校の

管理に要する経費中、１５７ページ中段の１４節工事請負費が前年度対比３，８８８万７，

０００円の減、その下の１７節備品購入費が小学校のコンピュータ整備が終了したことに

より前年度対比２，５３４万３，０００円の減となったことによるものです。また、主な事

業として、１５５ページの１０節需用費中、消耗品費に計上しています小学校教師用教科書、

指導書及び副読本購入事業は資料番号３６で、同ページの下段、１１節役務費中、１５７ペ

ージ上段の機器セットアップ手数料及びその下、１３節使用料及び賃借料中、ソフトウエア

使用料に係る各学校校務支援システム導入事業は資料番号４１で、１４節工事請負費中、各

小中学校防犯装置移信工事は資料番号３７で、各小学校屋外遊具撤去・更新工事は資料番号

３８で、佐呂間小学校パソコン室エアコン設置工事は資料番号３９で、浜佐呂間小学校改修

工事は資料番号４０で詳細を提出しております。さらに、資料番号５４で令和２年度におけ

る小学校、中学校の学級編制、児童生徒数、教職員数の見込みを提出しておりますので、後

ほどご照覧願います。 

 続きまして、１５８ページ上段です。２目教育振興費１，９９５万８，０００円、５７５



万９，０００円の増。増額の主な要因は、１５９ページ上段の教育振興に要する経費で、会

計年度任用職員となりました特別支援教育支援員の賃金を１節報酬に計上し、新たに若佐

小学校の複式解消教員に係る費用も計上したことと、３節職員手当等、第１号会計年度任用

職員及び４節共済費の調整負担金等と新たに計上したことによるものです。 

 続きまして、１５８ページの下段です。３項中学校費、１目学校管理費２，０３７万６，

０００円、１５９万円の増。増額の主な要因は、１５９ページ下段の中学校の管理に要する

経費中、１６１ページの１４節工事請負費の増額によるものであります。また、主な事業と

して、同ページの１４節工事請負費中、各小中学校防犯装置移信工事につきましては資料番

号３７で、１１節役務費中、機器セットアップ手数料及び１３節使用料及び賃借料中、ソフ

トウエア使用料に係る各学校校務支援システム導入事業は資料番号４１で詳細を提出して

おりますので、後ほどご照覧願います。 

 続きまして、１６２ページ上段です。２目教育振興費１，２２４万２，０００円、７２６

万１，０００円の増。増額の主な要因は、１６３ページ中段の教育振興に要する経費で、特

別支援教育支援員を昨年より１名多く予算計上したこと及び前年度まで給与費に予算計上

していました学習支援員兼教育相談員を、本年度は雇用形態を変更し本科目に計上したこ

とにより１節報酬の学校支援員報酬、３節職員手当等の第１号会計年度任用職員、４節共済

費の調整負担金等が増額になるとともに、バス運転手の労働時間の軽減と働き方改革の一

環により、ふれあいバスの部活利用を減らし、その減少分を民間の営業車を利用するため、

１８節負担金補助及び交付金の中学校部活動費負担金を増額したことによるものでありま

す。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 社会教育課長。 

〇社会教育課長兼武道館・温水プール館長兼図書館長（久米修一君） 続きまして、１６４

ページ、社会教育費からご説明いたします。 

 ４項社会教育費、１目社会教育総務費１，３７８万円、２３７万９，０００円の増です。

増額の主な要因としては、１６５ページ中段の令和３年度を始期とする第８次佐呂間町社

会教育中期計画の策定に係る経費、また１６７ページ下段になりますが、町民の文化活動及

びスポーツ活動の活性化と技術力、競技力、指導力の向上を図るため、新たに佐呂間町文化・

スポーツ活動促進事業費補助金を制度化し予算計上したことが主な増額の要因となってい

ます。佐呂間町文化・スポーツ活動促進事業費補助金につきましては、議案説明資料、予算

関係、資料番号４２を提出していますので、後ほどご照覧願います。 

 次に、１６８ページでございます。２目町民センター運営費１，６９０万８，０００円、

３６９万１，０００円の増です。増額の主な要因といたしましては、設置から４０年以上を

経過し老朽化した既存屋内消火設備をパッケージ型消火設備へ更新する１４節工事請負費、

消防設備改修工事の予算計上によるものです。消防設備改修工事につきましては、議案説明

資料、予算関係、資料番号４３を提出しておりますので、後ほどご照覧願います。 



 ３目図書館費１，２５１万３，０００円、１６万６，０００円の増です。 

 次に、１７２ページでございます。５項保健体育費、１目保健体育総務費２，０７９万９，

０００円、６８万２，０００円の増です。増減の主な要因としては、１７５ページ、屋外体

育施設の管理に要する経費の１４節工事請負費において平成２８年度より実施しています

継続事業であるパークゴルフ場等芝生整備工事の全体事業費の減、１２節委託料における

除草剤散布業務委託料の新規予算計上に伴う増減により全体で増額となったものです。除

草剤散布業務委託料及びパークゴルフ場等芝生整備工事につきましては、議案説明資料、予

算関係、資料番号４４、４５を提出しておりますので、後ほどご照覧願います。 

 次に、１７６ページでございます。２目体育館費５８０万５，０００円、１３万９，００

０円の減です。 

 ３目スキー場管理費５８５万５，０００円、１４万６，０００円の増です。増減の主な要

因としては、令和元年度実施したスキー場リフト常用制動機分解整備委託の終了及び１７

節備品購入費としてスノーモービルの更新購入費の予算計上に伴う増減により全体で増額

となったものです。スノーモービル購入事業につきましては、議案説明資料、予算関係、資

料番号４６を提出しておりますので、後ほどご照覧願います。 

 次に、１７８ページでございます。４目武道館・温水プール費４，００４万７，０００円、

２９万２，０００円の増です。１８１ページ、１０節需用費中、燃料費の単価上昇等による

増額、同じく需用費の修繕料の増額、１４節工事請負費において令和元年度実施した建具改

修工事と幼児プール塗装工事の終了、監視員室の既設エアコンの更新のための設置工事実

施、継続事業である１７節備品購入費のトレーニング機器更新の事業費の増額に伴う増減

により全体として増額となったものです。なお、トレーニング機器更新事業につきましては、

議案説明資料、予算関係、資料番号４７を提出しておりますので、後ほどご照覧願います。 

 以上です。 

〇議長（吉野正剛君） 学校給食センター所長。 

〇管理課長兼学校給食センター所長（谷口義春君） 続きまして、１８０ページ、学校給食

費をご説明いたします。 

 ６項学校給食費、１目学校給食費６，４７７万２，０００円、１，１５７万９，０００円

の減。減額の主な要因は、１８１ページ下段の学校給食センター運営に要する経費の１８３

ページ、１０節需用費中、光熱水費、修繕料、給食賄費などで２２６万７，０００円の減、

さらに前年度は備品購入費としてインターネット用パソコン及び給食配送車購入に係る費

用として９８７万６，０００円を計上していましたが、その事業が終了したことによる減額

であります。また、資料は提出しておりませんが、令和２年度の給食提供予定数につきまし

ては、小学生４万４，９００食、中学生２万３，８００食、教職員１万８００食、保育所園

児２，７００食、保育所職員９００食、給食センター職員２，０１６食、試食会、検食３５

３食、合計で８万５，４６９食を予定しております。 

 以上です。 



〇議長（吉野正剛君） 企画財政課長。 

〇企画財政課長（玉井伸一君） それでは、１８４ページの公債費から説明いたします。 

 １０款公債費、１項公債費、１目元金６億７，５２６万円、８，５９８万１，０００円の

増。増額の主な要因は、右の１８５ページにあります町債償還元金におきまして、先ほど副

町長からもご説明がありましたが、新たに平成２６年度から平成２８年度に実施いたしま

したクリニックさろま建設工事、また平成２８年度に実施しましたごみ焼却施設建設事業

と町民センター改修事業に借入れした過疎債の元金償還開始に伴い大きく増額となったも

のであります。 

 ２目利子７４９万２，０００円、４０９万８，０００円の減。 

 １１款諸支出金、１項特別会計繰出金、１目佐呂間町簡易水道特別会計繰出金５，１９９

万６，０００円、２，８５１万３，０００円の減。 

 ２目佐呂間町国民健康保険特別会計繰出金４，１０９万７，０００円、２，００８万７，

０００円の減。 

 ３目佐呂間町公共下水道特別会計繰出金１億３，１０６万９，０００円、２７１万６，０

００円の増。 

 ４目佐呂間町介護保険特別会計繰出金７，９５１万６，０００円、１０７万２，０００円

の増。 

 次のページです。５目佐呂間町介護サービス事業特別会計繰出金７，９４５万３，０００

円、２，１５８万円の増。 

 ６目佐呂間町後期高齢者医療特別会計繰出金３，０１０万３，０００円、２４３万４，０

００円の減。 

 １２款予備費、１項予備費、１目予備費２，０００万円、増減なし。 

 歳出合計５２億１，５６１万円、２億８，３４２万７，０００円の増。 

 戻りまして、歳入の４ページからご説明をいたします。歳入、１款町税、１項町民税、１

目個人３億９３万９，０００円、１，７９０万４，０００円の増。町民税の算定につきまし

ては、平成３０年度総所得金額を基準といたしまして、令和元年度の各所得区分ごとの所得

増減の見込みにより課税標準額を推計しております。増額の主な要因は、右の５ページ、普

通徴収において令和元年度における漁業収入の増額を見込んだことによる営業所得の増額

によるものであります。なお、当初予算における町税の収納率は、例年同様９６％として統

一し、算定しております。 

 ２目法人４，８９６万７，０００円、１８９万７，０００円の減。 

 ２項固定資産税、１目固定資産税３億１７４万６，０００円、３７万４，０００円の減。 

 ２目国有資産等所在地市町村交付金３７１万円、１万円の減。 

 ３項軽自動車税、１目環境性能割１３２万９，０００円、８８万６，０００円の増。 

 ２目種別割１，５３８万９，０００円、６１万４，０００円の増。これまでの軽自動車税

の名称が種別割に変更となり、２目として計上するものであります。 



 ４項町たばこ税、１目町たばこ税３，４５７万１，０００円、６０万８，０００円の減。 

 ２款地方譲与税、１項地方揮発油譲与税、１目地方揮発油譲与税２，３００万円、３００

万円の減。 

 ２項自動車重量譲与税、１目自動車重量譲与税６，９００万円、４００万円の増。 

 ３項森林環境譲与税、１目森林環境譲与税９６６万円、９６６万円の増。令和元年度は補

正予算で対応させていただきましたが、令和２年度は当初予算において計上させていただ

くものであります。なお、国においては、近年の台風被害等により森林整備の促進が喫緊の

課題であるとして、本年度は譲与額をさらに前倒しで増額するとされており、計上額は元年

度交付見込額の４５４万５，０００円の倍増となっております。 

 ３款利子割交付金、１項利子割交付金、次のページです。１目利子割交付金４０万円、９

０万円の減。 

 ４款配当割交付金、１項配当割交付金、１目配当割交付金１６０万円、２０万円の減。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、１項株式等譲渡所得割交付金、１目株式等譲渡所得割交付

金４０万円、５０万円の減。 

 ６款法人事業税交付金、１項法人事業税交付金、１目法人事業税交付金７０万円、７０万

円の増。国の地方法人特別税が廃止され、その分が都道府県の法人事業税として復元されま

すが、このうち５．４％相当が都道府県から市町村法人事業税交付金として交付されること

となり、令和２年度より新たに計上するものであります。 

 ７款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金、１目地方消費税交付金１億４００万円、

２００万円の減。 

 ８款環境性能割交付金、１項環境性能割交付金、１目環境性能割交付金４５０万円、１５

０万円の減。 

 ９款地方特例交付金、１項地方特例交付金、１目地方特例交付金２１０万円、１１０万円

の増。 

 子ども・子育て支援臨時交付金、廃項、５１０万円の減。 

 １０款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税２２億円、１億円の増。増額の要因

は、右の７ページ、普通交付税でありまして、過疎債償還額の増による公債費算入額の増額

及び国から示されました令和２年度の地方財政計画の増額要因に基づき増額をしたもので

あります。 

 次のページです。１１款交通安全対策特別交付金、１項交通安全対策特別交付金、１目交

通安全対策特別交付金７０万円、１０万円の減。 

 １２款分担金及び負担金、１項分担金、１目農林水産業費分担金３，６２８万２，０００

円、９５９万６，０００円の増。増額の主な要因は、右側９ページ、漁港修築事業費分担金

の増額でありまして、浜佐呂間漁港における水産物供給基盤機能保全事業に係る事業費の

増額による受益者分担金の増額であります。 

 ２項負担金、１目民生費負担金３８３万２，０００円、４３４万１，０００円の減。減額



の主な要因は、右側９ページ、佐呂間保育所保育料負担金でありまして、佐呂間保育所にお

ける保育料の無償化による減額であります。 

 ２目教育費負担金１，９８９万９，０００円、５万５，０００円の減。 

 １３款使用料及び手数料、１項使用料、１目総務使用料７５１万４，０００円、１７万５，

０００円の増。 

 ２目民生使用料１，０００円、２１９万円の減。減額の主な要因は、右側９ページ、へき

地保育所使用料でありまして、これにつきましてもへき地保育所における保育料の無償化

による減額であります。 

 ３目衛生使用料５，９３４万１，０００円、４０万３，０００円の減。 

 ４目農林水産業使用料１，３５０万７，０００円、２０１万５，０００円の増。 

 ５目商工使用料２万６，０００円、１，０００円の増。 

 次のページです。６目土木使用料４，６４４万８，０００円、２２１万９，０００円の減。 

 ７目教育使用料３９６万５，０００円、５５万８，０００円の減。 

 ２項手数料、１目総務手数料２９３万９，０００円、７万３，０００円の減。 

 ２目衛生手数料１，２３３万３，０００円、３９万１，０００円の増。 

 ３目農林水産業手数料２万１，０００円、１，０００円の増。 

 次のページです。１４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金１億４，５

５８万３，０００円、２３７万４，０００円の減。 

 ２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金５２９万８，０００円、２３５万９，０００円の

増。 

 ２目民生費国庫補助金７９５万５，０００円、４３万５，０００円の増。 

 ３目衛生費国庫補助金７１万７，０００円、２１万３，０００円の減。 

 ４目農林水産業費国庫補助金９１５万５，０００円、１０万６，０００円の減。 

 ５目土木費国庫補助金７，８９４万９，０００円、３，７６６万２，０００円の減。減額

の主な要因は、右側１３ページ、住宅費国庫補助金及び道路橋梁費補助金における社会資本

整備総合交付金でありまして、公営住宅の改修及び長寿命化修繕事業による橋梁の修繕工

事における事業費の減額によるものであります。 

 ６目教育費国庫補助金３０万７，０００円、８９０万６，０００円の減。減額の主な要因

は、令和元年度に計上いたしました佐呂間小学校煙突改修工事による学校施設環境改善交

付金の減額によるものであります。 

 次のページです。３項委託金、１目総務費委託金２０万２，０００円、５５７万３，００

０円の減。減額の主な要因は、令和元年度に計上いたしました参議院議員選挙委託金の減額

によるものであります。 

 ２目民生費委託金２万円、２，０００円の減。 

 １５款道支出金、１項道負担金、１目民生費負担金９，３１６万２，０００円、２１６万

９，０００円の減。 



 ２項道補助金、１目総務費補助金４万５，０００円、増減なし。 

 ２目民生費補助金１，０９７万１，０００円、１３８万２，０００円の増。 

 ３目衛生費補助金２５２万３，０００円、３万４，０００円の減。 

 ４目農林水産業費補助金７，７００万２，０００円、４７８万３，０００円の増。 

 次のページです。５目商工費補助金２０万５，０００円、４万４，０００円の増。 

 ３項委託金、１目総務費委託金１，０４８万７，０００円、３４０万６，０００円の減。 

 ２目民生費委託金１８１万７，０００円、増減なし。 

 ４目土木費委託金１５０万円、４万円の増。 

 農林水産業費委託金、廃目、１５８万８，０００円の減。 

 １６款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入７２０万５，０００円、３６万９，

０００円の減。 

 次のページです。２目利子及び配当金６６５万７，０００円、２４７万１，０００円の増。 

 ２項財産売払収入、１目不動産売払収入２，０００円、増減なし。 

 ２目物品売払収入１，０００円、増減なし。 

 ３目生産品売払収入４，０１７万３，０００円、９９５万８，０００円の増。増額の要因

は、右側１９ページ、素材売払収入でありまして、町有林間伐事業及び町有林素材生産事業

による素材売払いの増によるものであります。 

 １７款寄附金、１項寄附金、１目総務費寄附金８，２８０万円、１，０８０万円の増。令

和元年度のふるさと応援事業寄附金の実績から増額を見込むものであります。 

 １８款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金６億１，５００万円、１００万

円の減。当初予算における財源不足を補うための財政調整基金の繰入れでありまして、令和

２年度予算における一般財源規模では令和元年度より約９，５００万円ほど増額となって

おりますが、普通交付税を１億円増額したことにより繰入額はほぼ令和元年度と同額とな

っております。 

 次のページです。２目ふるさとまちづくり振興基金繰入金２１９万円、１万９，０００円

の減。 

 ３目福祉事業基金繰入金２５２万３，０００円、９万６，０００円の減。 

 ４目各公共施設整備基金繰入金２，０００万円、増減なし。 

 ５目ふるさと応援事業基金繰入金１５０万円、１５０万円の増。昨年ふるさと応援事業基

金に積み立てました宮崎県都農町からの寄附金を令和２年度から都農町との交流事業に活

用するため繰入れするものであります。 

 １９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金３，０００万円、増減なし。 

 ２０款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、１目延滞金１万円、増減なし。 

 ２項町預金利子、１目町預金利子１万３，０００円、７，０００円の減。 

 ３項受託事業収入、１目後期高齢者医療広域連合受託事業収入５２万３，０００円、２，

０００円の増。 



 ４項雑入、１目過年度収入１万円、増減なし。 

 ２目居宅介護サービス計画費収入１８９万６，０００円、１５万３，０００円の増。 

 ３目介護予防サービス計画費収入７７万５，０００円、１，０００円の増。 

 ４目雑入１，９０１万５，０００円、２４９万２，０００円の減。 

 次のページです。２１款町債、１項町債、１目総務費債３，２５０万円、１，１１０万円

の減。 

 ２目衛生費債８１０万円、２，８７０万円の減。 

 ３目農林水産業費債６，１８０万円、８４０万円の減。 

 ４目商工費債２，０００万円、４００万円の減。 

 ５目土木費債９，６５０万円、２，４２０万円の増。 

 次のページです。６目消防費債３億１，１７０万円、２億９，１００万円の増。 

 ７目臨時財政対策債８，０００万円、１，０００万円の減。国から示されました令和２年

度の地方財政計画の減額要因に基づき臨時財政対策債を減額するものであります。 

 民生費債、廃目、１，１１０万円の減。 

 教育費債、廃目、３，７１０万円の減。 

 自動車取得税交付金、廃款、１，０３０万円の減。 

 歳入合計５２億１，５６１万円、２億８，３４２万７，０００円の増。 

 一般会計予算は以上であります。 

〇議長（吉野正剛君） 暫時休憩をいたします。 

 

休憩 午後 ３時１３分 

再開 午後 ３時２５分 

 

〇議長（吉野正剛君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

    ◎会議の延長 

〇議長（吉野正剛君） なお、本日の会議は、議事の都合によりあらかじめ延長をしたいと

思います。 

 

    ◎日程第２ 議案第１号ないし日程第８ 議案第７号（続行） 

〇議長（吉野正剛君） それでは、引き続き簡易水道特別会計の説明をお願いしたいと思い

ます。 

 建設課参事。 

〇建設課参事（鶴田俊洋君） 議案第２号を説明いたします。 

 議案第２号 令和２年度佐呂間町簡易水道特別会計予算。 

（朗読部分記載省略） 



 続きまして、次のページの第２表を説明します。第２表、地方債。起債の目的、限度額の

順に説明し、起債の方法以降は読み上げを省略させていただきます。起債の目的、簡易水道

地方公営企業会計導入事業、限度額９７０万円、過疎債、簡水債です。若佐簡易水道区域拡

張事業、限度額４，７４０万円、過疎債、簡水債です。水道管移設補償事業（室井橋）、限

度額８４０万円、過疎債、簡水債です。水道管移設補償事業（藤見橋）、限度額５６０万円、

過疎債、簡水債です。水道管移設補償事業（小野の沢川）、限度額３００万円、過疎債、簡

水債です。佐呂間簡易水道基幹改良事業、限度額１，１６０万円、過疎債、簡水債です。 

 続きまして、簡易水道予算説明書の２０８ページ、歳出より説明いたします。歳出、１款

総務費、１項総務管理費、１目一般管理費３，０４６万８，０００円、３５２万６，０００

円の減。 

 ２１０ページです。２目簡易水道維持費１億１，０７８万５，０００円、６４９万５，０

００円の減。減額の主な要因は、工事請負費の減額によるものです。 

 次のページです。３目給水施設費４６万円、増減なし。 

 ２項基金積立金、１目基金積立金１，０００円、増減なし。 

 次のページです。２款簡易水道施設費、１項簡易水道区域拡張事業費、１目簡易水道区域

拡張事業費７，９０５万７，０００円、４，５７２万１，０００円の減。減額の主な要因は、

道営事業との合併施工により進めています若佐簡易水道区域拡張事業の負担金の減額によ

るものであります。なお、議案説明資料の予算関係、資料番号４８で事業概要を提出してお

りますので、後ほど照覧いただきたいと思います。 

 ２項簡易水道施設費、１目簡易水道施設費４，７３３万４，０００円、６，５９７万９，

０００円の減。減額の主な要因は、北海道が管理する二級河川の補修工事に伴う藤見橋の橋

梁添架の本体工事が令和元年度に実施されたため、令和２年度はすりつけ部分と古い水道

管撤去の工事となるため工事費が減額となります。なお、議案説明資料の予算関係、資料番

号４８で概要を提出しております。 

 ３項簡易水道基幹改良事業費、１目簡易水道基幹改良事業費１，６０５万７，０００円、

１，６０５万７，０００円の増。これは新規事業でありまして、佐呂間簡易水道の若佐及び

栄給水区の老朽化施設更新を目的とした事業であります。令和２年度は実施設計を予定し

ております。予算関係、資料番号４８で概要を提出しております。 

 次のページです。３款公債費、１項公債費、１目元金６，５２７万４，０００円、６５７

万６，０００円の減。 

 ２目利子１７７万５，０００円、４０万１，０００円の減。 

 ４款予備費、１項予備費、１目予備費２００万円、増減なし。 

 歳出合計３億５，３２１万１，０００円、１億１，２６４万１，０００円の減。 

 戻りまして、２０４ページの歳入です。歳入、１款使用料及び手数料、１項使用料、１目

簡易水道使用料１億４，７９１万２，０００円、１７５万６，０００円の増。 

 ２項手数料、１目手数料９万円、増減なし。 



 ２款国庫支出金、１項国庫補助金、１目簡易水道施設費補助金３，６００万円、１，３８

７万８，０００円の減。 

 ３款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金１，０００円、増減なし。 

 ４款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金５，１９９万６，０００円、２，

８５１万３，０００円の減。 

 ５款繰越金、１項繰越金、１目繰越金１００万円、増減なし。 

 ６款諸収入、１項雑入、１目給水施設維持料４５万９，０００円、増減なし。 

 ２目雑入３，００５万３，０００円、４，９７０万６，０００円の減。 

 次のページです。７款町債、１項町債、１目簡易水道事業債８，５７０万円、２，２３０

万円の減。 

 歳入合計３億５，３２１万１，０００円、１億１，２６４万１，０００円の減。 

 以上で説明を終わります。 

〇議長（吉野正剛君） 町民課長。 

〇町民課長（中村直樹君） 続きまして、議案第３号をご説明いたします。 

 議案第３号 令和２年度佐呂間町国民健康保険特別会計予算。 

（朗読部分記載省略） 

 国保会計につきましては、議案説明資料、予算関係、資料番号４９にて医療費会計相関表

を提出しておりますので、後ほどご照覧をお願いいたします。 

 予算説明書の２３２ページ、歳出からご説明いたします。歳出、１款総務費、１項総務管

理費、１目一般管理費５００万１，０００円、４万３，０００円の減。 

 ２目連合会負担金８５万円、９，０００円の増。 

 ２項徴税費、１目賦課徴収費２９万２，０００円、９，０００円の減。 

 次のページです。３項運営協議会費、１目運営協議会費１５万６，０００円、１，０００

円の増。 

 ４項医療費適正化特別対策費、１目医療費適正化特別対策費１５万８，０００円、２，０

００円の増。 

 ２款保険給付費、１項保険給付費、１目療養諸費５億２４万６，０００円、５，０９６万

７，０００円の増。保険給付費につきましては、各費用とも直近３カ年の医療給付費の平均

伸び率に元年度見込みを勘案し算出し、増額となっています。なお、保険給付費は、歳入の

保険給付費等交付金にて全額道から交付されるものです。 

 ２目高額療養費７，４３２万３，０００円、１，２２７万５，０００円の増。 

 次のページです。３目移送費１２万円、増減なし。 

 ４目出産育児諸費２９４万２，０００円、増減なし。 

 ５目葬祭費３０万円、増減なし。 

 ３款国保事業費納付金、１項国保事業費納付金、１目医療給付費分２億１，０６５万６，

０００円、５６万４，０００円の増。 



 ２目後期高齢者支援金分６，１１９万円、１１９万３，０００円の減。 

 ３目介護納付金分２，５３５万９，０００円、２６５万７，０００円の減。納付金につき

ましては、道が北海道全体の医療費見込みから各市町村の所得や医療費に応じて算出され

る負担額となっていますが、令和２年度においては減額となっております。 

 ４款共同事業拠出金、１項共同事業拠出金、１目共同事業拠出金１，０００円、増減なし。 

 ５款財政安定化基金拠出金、１項財政安定化基金拠出金、１目財政安定化基金拠出金２，

０００円、２，０００円の増。 

 ６款保健事業費、１項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等事業費７２３万５，０

００円、３２８万４，０００円の増。増額の主な要因は、２４１ページ、１８節負担金補助

及び交付金にて特定健診受診率向上支援共同事業負担金３３２万１，０００円によるもの

で、本年度北海道国民健康保険団体連合会が事業主体となり全道的に特定健診受診率の向

上を目指すために実施する共同事業費分であります。本事業につきましては、議案説明資料、

予算関係、資料番号５０で概要を提出しておりますので、後ほどご照覧をお願いいたします。 

 ２４０ページです。２項保健事業費、１目保健事業費９２万円、１７万３，０００円の増。 

 ７款基金積立金、１項基金積立金、次のページです。１目基金積立金５，０００円、１万

６，０００円の減。 

 ８款公債費、１項一般公債費、１目利子１，０００円、増減なし。 

 ９款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目一般被保険者保険税還付金２５万円、増

減なし。 

 ２目退職被保険者等保険税還付金１万円、増減なし。 

 ３目国庫支出金等返還金１，０００円、増減なし。 

 ４目一般被保険者還付加算金１，０００円、増減なし。 

 ５目退職被保険者等還付加算金１，０００円、増減なし。 

 １０款予備費、１項予備費、１目予備費５０万円、増減なし。 

 歳出合計８億９，０５２万円、６，３３５万９，０００円の増。 

 続きまして、歳入、２２８ページからご説明いたします。歳入、１款国民健康保険税、１

項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税２億３，０８８万１，０００円、５３

１万５，０００円の増。増額の要因は、税率、限度額の改定予定によるもので、増額となっ

ております。 

 ２目退職被保険者等国民健康保険税３，０００円、３，０００円の減。 

 ２款道支出金、１項道補助金、１目保険給付費等交付金５億９，３１７万１，０００円、

６，３１５万１，０００円の増。増額の要因は、保険給付費が増額見込みであることから、

その財源である普通交付税が増額となります。 

 ３款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金５，０００円、１万６，０００円

の減。 

 ４款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金４，１０９万７，０００円、２，



００８万７，０００円の減。減額の要因は、赤字補填分のその他繰入金を抑えるため基金繰

入金を増額したことと保険税の増によるものです。 

 ２項基金繰入金、１目国民健康保険事業基金繰入金２，５００万円、１，５００万円の増。 

 ５款繰越金、１項繰越金、１目その他繰越金１，０００円、増減なし。 

 療養給付費等交付金繰越金、廃目、１，０００円の減。 

 ６款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、１目一般被保険者延滞金１，０００円、増減な

し。 

 ２目退職被保険者等延滞金１，０００円、増減なし。 

 ２項雑入、１目一般被保険者第３者納付金１，０００円、増減なし。 

 ２目退職被保険者等第３者納付金１，０００円、増減なし。 

 ３目一般被保険者返納金１０万１，０００円、増減なし。 

 ４目退職被保険者等返納金１，０００円、増減なし。 

 ５目雑入２５万６，０００円、増減なし。 

 歳入合計８億９，０５２万円、６，３３５万９，０００円の増。 

 以上であります。 

〇議長（吉野正剛君） 建設課参事。 

〇建設課参事（鶴田俊洋君） 議案第４号を説明いたします。 

 議案第４号 令和２年度佐呂間町公共下水道特別会計予算。 

（朗読部分記載省略） 

 続きまして、次のページの第２表です。第２表、地方債。起債の目的、限度額の順に説明

し、起債の方法以降は読み上げを省略させていただきます。起債の目的、公共下水道事業、

限度額２，０４０万円、過疎債、下水道債です。漁業集落環境整備事業、限度額２２０万円、

過疎債、下水道債です。 

 続きまして、予算説明書の２５４ページ、歳出より説明いたします。歳出、１款総務費、

１項総務管理費、１目一般管理費１，８５５万円、２５２万９，０００円の増。 

 ２５６ページです。２款下水道費、１項公共下水道費、１目施設整備費４，０８３万円、

２５９万３，０００円の増。増額の要因は、２５７ページ中段、委託料において新規事業で

あります公共下水道地方公営企業会計導入業務委託によるものです。なお、予算関係、資料

番号５１で事業概要を提出しております。 

 ２目維持管理費４，４３３万６，０００円、１８万６，０００円の増。 

 次のページです。２項漁業集落排水費、１目施設整備費１，９３６万７，０００円、１，

８３１万２，０００円の増。増額の要因は、２５９ページ中下段、委託料において新規事業

であります漁業集落排水整備事業業務委託料によるものであります。なお、資料番号５１番

で事業概要を提出しております。 

 ２目維持管理費２，２２４万円、７３３万９，０００円の減。減額の主な要因は、委託料

の下水道管理システム導入業務の完了による減であります。 



 次のページです。３目基金積立金８，０００円、４万１，０００円の減。 

 ３款公債費、１項公債費、１目元金８，５０９万３，０００円、２８９万４，０００円の

増。 

 ２目利子１，０４７万９，０００円、１５５万９，０００円の減。 

 次のページです。４款予備費、１項予備費、１目予備費２００万円、増減なし。 

 歳出合計２億４，２９０万３，０００円、１，７５７万５，０００円の増。 

 戻りまして、２５０ページの歳入です。歳入、１款分担金及び負担金、１項分担金、１目

公共下水道受益者分担金５０万円、増減なし。 

 ２目集落排水受益者分担金５０万円、増減なし。 

 ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目公共下水道使用料４，４９７万９，０００円、

６１万１，０００円の減。 

 ２目集落排水使用料１，０１３万１，０００円、１５万６，０００円の増。 

 ２項手数料、１目手数料６万円、増減なし。 

 ３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目下水道費補助金１，７００万円、２００万円の減。 

 ２目漁業集落排水費補助金９１５万５，０００円、９１５万５，０００円の増。 

 ４款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金８，０００円、４万１，０００円

の減。 

 ５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金１億３，１０６万９，０００円、

２７１万６，０００円の増。 

 ２項基金繰入金、１目漁業集落排水事業償還基金繰入金５９０万円、増減なし。 

 ６款繰越金、１項繰越金、１目繰越金１００万円、増減なし。 

 次のページです。７款諸収入、１項雑入、１目雑入１，０００円、増減なし。 

 ８款町債、１項町債、１目公共下水道事業債２，０４０万円、６００万円の増。 

 ２目漁業集落環境整備事業債２２０万円、２２０万円の増。 

 歳入合計２億４，２９０万３，０００円、１，７５７万５，０００円の増。 

 以上で説明を終わります。 

〇議長（吉野正剛君） 保健福祉課参事。 

〇保健福祉課参事（斎藤 博君） 続きまして、議案第５号、介護保険特別会計予算をご説

明いたします。定例会議案書に戻っていただきたいと思います。 

 議案第５号 令和２年度佐呂間町介護保険特別会計予算。 

（朗読部分記載省略） 

 介護保険会計につきましては、令和２年度が第７期介護保険事業計画の３年目、最終年度

となります。なお、予算関係資料５２にて佐呂間町介護保険特別会計相関表を提出しており

ますので、後ほどご照覧願います。 

 次に、予算説明書の２７８ページの歳出から説明いたします。歳出、１款総務費、１項総

務管理費、１目一般管理費３３万３，０００円、２８万３，０００円の減。 



 ２項徴収費、１目賦課徴収費３９万９，０００円、１万１，０００円の減。 

 ３項介護認定審査会費、１目介護認定審査会費３９５万９，０００円、２，０００円の増。 

 ２８０ページです。２目認定調査費２１４万４，０００円、２２万１，０００円の増。 

 次の２款保険給付費及び２８２ページの３款地域支援事業費の増減の主な要因は、令和

元年度実績の推計によるものです。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス等給付費２億５，２４

６万４，０００円、２８３万３，０００円の減。主な要因は、ホームヘルパー、デイサービ

スなど居宅でのサービスを受ける利用者が減ってきているのが要因です。 

 ２目施設介護サービス等給付費１億７，９９４万５，０００円、４５４万５，０００円の

増。増の主な要因は、町外での施設入所者等が増えてきているのが要因であります。 

 ３目居宅介護福祉用具購入費１３３万２，０００円、４２万８，０００円の増。 

 ２８２ページです。４目居宅介護住宅改修費２９７万円、３５万９，０００円の増。 

 ５目居宅介護サービス計画費１，６５５万円、１０３万６，０００円の減。主な要因は、

居宅サービスが減っているため、介護サービス計画の作成費も比例して減っているのが減

額の原因となります。 

 ２項高額介護サービス等諸費、１目高額介護サービス費９９５万４，０００円、２０万６，

０００円の減。 

 ３項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス等費２，４１９万８，０

００円、７７万３，０００円の減。 

 ４項その他諸費、１目審査支払手数料３３万７，０００円、３万１，０００円の減。 

 ３款地域支援事業費、１項介護予防・生活支援サービス事業費、１目介護予防・生活支援

サービス事業費１，３８５万７，０００円、３８万８，０００円の減。 

 ２８４ページです。２目介護予防ケアマネジメント事業費５８万７，０００円、１２万円

の増。 

 ２項一般介護予防事業費、１目一般介護予防事業費１０３万円、増減なし。 

 ３項包括的支援事業・任意事業費、１目総合相談事業費１，１２０万６，０００円、１６

３万円の減。減額の主な要因は、昨年公用車の購入がありましたので、その分が減額になっ

ております。 

 ２８６ページの下段になります。２目権利擁護事業費８万６，０００円、増減なし。 

 ２８８ページです。３目任意事業費２２１万６，０００円、２７万２，０００円の減。 

 在宅医療・介護連携推進事業費、廃目、３０万円の減。主な要因は、昨年度においてクリ

ニックさろまと連携しリハビリ指導を計画いたしましたが、クリニックさろまが主体とな

って実施した経緯から、新年度には計画せず、減額したものであります。 

 ４項その他諸費、１目審査支払手数料４万円、１，０００円の減。 

 ４款基金積立金、１項基金積立金、１目基金積立金４，０００円、１，０００円の増。 

 ５款諸支出金、１項返還金、１目第１号被保険者保険料還付金１万円、増減なし。 



 ２目国庫支出金等返還金１，０００円、増減なし。 

 ２９０ページです。３目第１号被保険者還付加算金１，０００円、増減なし。 

 ６款予備費、１項予備費、１目予備費５０万円、増減なし。 

 歳出合計５億２，４１２万３，０００円、２０８万８，０００円の減。 

 続いて、歳入の２７４ページから説明いたします。歳入、１款保険料、１項介護保険料、

１目第１号被保険者保険料９，７８０万７，０００円、１９８万８，０００円の減。介護保

険料につきましては、第７期介護保険事業計画で定めた保険料に対し、国は引き続き公費を

投入し、低所得者の保険料の軽減を行うこととしております。なお、軽減された保険料分は、

国が２分の１、道と町がそれぞれ４分の１を負担することとなっており、６款繰入金に計上

しております。 

 ２款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費国庫負担金８，４５４万７，０００円、

２２万３，０００円の減。 

 ２項国庫補助金、１目調整交付金３，８０４万４，０００円、４５万２，０００円の減。 

 ２目地域支援事業交付金９００万３，０００円、５９万９，０００円の減。 

 ３目事業費補助金１，０００円、増減なし。 

 ４目保険者機能強化推進交付金８３万７，０００円、２万円の減。 

 ３款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金１億３，１６９万３，

０００円、１２万２，０００円の増。 

 ２目地域支援事業支援交付金４１８万９，０００円、７万３，０００円の減。 

 ４款道支出金、１項道負担金、１目介護給付費負担金７，３９７万３，０００円、３７万

１，０００円の増。 

 ２７６ページです。２項道補助金、１目地域支援事業交付金４５０万２，０００円、２９

万９，０００円の減。 

 ３項委託金、１目総務費委託金１，０００円、増減なし。 

 ５款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金４，０００円、１，０００円の増。 

 ６款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金６，０９６万８，０００円、５

万６，０００円の増。 

 ２目地域支援事業繰入金４７０万円、１１２万１，０００円の減。 

 ３目低所得者保険料軽減繰入金６５０万１，０００円、２２０万８，０００円の増。 

 ４目その他一般会計繰入金７３４万７，０００円、７万１，０００円の減。 

 ７款繰越金、１項繰越金、１目繰越金１，０００円、増減なし。 

 ８款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、１目第１号被保険者延滞金１，０００円、増減

なし。 

 ２目過料１，０００円、増減なし。 

 ２項雑入、１目第３者納付金１，０００円、増減なし。 

 ２目返納金１，０００円、増減なし。 



 ３目雑入１，０００円、増減なし。 

 歳入合計５億２，４１２万３，０００円、２０８万８，０００円の減。 

 以上で説明を終わります。 

〇議長（吉野正剛君） 特養園長。 

〇愛の園園長（片岡満之君） 議案第６号を説明いたします。 

 議案第６号  令和２年度佐呂間町介護サービス事業特別会計予算。 

（朗読部分記載省略） 

 引き続き、予算説明書の３０３ページ、介護サービス事業特別会計の歳出より説明いたし

ます。歳出、１款総務費、１項施設管理費、１目特別養護老人ホーム費２億５，５４２万円、

３３９万６，０００円の減。減額の主な要因としましては、外壁改修工事の終了によるもの

です。増額の主な要因としましては、右の３０４ページ、給与費、介護職員の増員等に伴う

給与費の増によるものです。また、特別養護老人ホーム運営に要する経費、３０８ページ中

段、１４節工事請負費において特別養護老人ホームのロビーにエアコンを設置するもので

す。本事業につきましては、議案説明資料、資料番号５３で資料を提出しておりますので、

後ほど御覧願います。 

 続きまして、３０７ページ下段です。２款公債費、１項公債費、１目元金２４６万９，０

００円、２，０００円の増。 

 次のページです。２目利子６万８，０００円、１万２，０００円の減。 

 ３款予備費、１項予備費、１目予備費１００万円、増減なし。 

 歳出合計２億５，８９５万７，０００円、３４０万６，０００円の減。 

 戻っていただき、歳入の３０１ページから説明いたします。歳入、１款サービス収入、１

項介護給付費収入、１目居宅介護サービス費収入５９０万円、１０１万円の増。 

 ２目施設介護サービス費収入１億３，９７１万８，０００円、５９５万３，０００円の増。 

 ２項自己負担金収入、１目自己負担金収入３，３５９万８，０００円、１０９万８，００

０円の増。 

 ２款使用料及び手数料、１項手数料、１目施設利用手数料１，０００円、増減なし。 

 ３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金７，９４５万３，０００円、２，

１５８万円の増。 

 ４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金１，０００円、増減なし。 

 ５款諸収入、１項雑入、１目雑入２８万６，０００円、１２万２，０００円の減。 

 道支出金、廃款、２，４７２万５，０００円の減。 

 町債、廃款、８２０万円の減。 

 歳入合計２億５，８９５万７，０００円、３４０万６，０００円の減。増減の主な要因と

しましては、一般会計繰入金におきまして介護職員の増員等による増額、また外壁改修工事

の終了に伴い道支出金、町債が廃款となっていることが減額の主な要因となっております。 

 以上です。 



〇議長（吉野正剛君） 町民課長。 

〇町民課長（中村直樹君） 議案第７号をご説明いたします。 

 議案第７号 令和２年度佐呂間町後期高齢者医療特別会計予算。 

（朗読部分記載省略） 

 続きまして、予算説明書の３２３ページ、歳出からご説明いたします。歳出、１款総務費、

１項総務管理費、１目一般管理費４５万７，０００円、１８万３，０００円の減。 

 ２項徴収費、１目徴収費４５万７，０００円、２万２，０００円の増。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金、１目後期高齢

者医療広域連合納付金８，９５４万９，０００円、２９万円の減。 

 ３款保健事業費、１項保健事業費、次のページです。１目保健事業費６９万６，０００円、

１１万５，０００円の減。 

 ４款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目保険料還付金１０万円、増減なし。 

 ２目還付加算金１万円、増減なし。 

 ５款予備費、１項予備費、１目予備費１０万円、増減なし。 

 歳出合計９，１３６万９，０００円、５６万６，０００円の減。 

 続きまして、歳入、３２１ページからご説明いたします。歳入、１款後期高齢者医療保険

料、１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保険料３，３９２万６，０００円、１９１万

７，０００円の減。 

 ２目普通徴収保険料２，７２０万３，０００円、３７８万５，０００円の増。保険料につ

きましては、令和２年度は保険料の改定年度となり、当予算は広域連合が算出した保険料と

なります。特別徴収と普通徴収の割合は、全体の５５％が年金から引き落とす特別徴収、４

５％が口座振替などの普通徴収としています。 

 ２款繰入金、１項一般会計繰入金、１目事務費繰入金４８２万５，０００円、３０万７，

０００円の減。 

 ２目保険基盤安定繰入金２，５２７万８，０００円、２１２万７，０００円の減。繰入金

につきましては、本町と広域連合が行う事務費と保険料の軽減分全額を一般会計から繰り

入れるもので、一般会計では軽減分のうち北海道から４分の３が拠出されております。 

 ３款繰越金、１項繰越金、１目繰越金１，０００円、増減なし。 

 ４款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、１目延滞金１，０００円、増減なし。 

 ２項償還金及び還付加算金、１目保険料還付金１０万円、増減なし。 

 ２目還付加算金１万円、増減なし。 

 ３項雑入、１目雑入２万５，０００円、増減なし。 

 歳入合計９，１３６万９，０００円、５６万６，０００円の減。 

 これをもちまして令和２年度佐呂間町一般会計及び各特別会計予算の全ての提案理由の

説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

〇議長（吉野正剛君） 以上で議案第１号から第７号までの説明が終わりました。 



 お諮りします。本案については、議長を除く９名の委員をもって構成する予算特別委員会

を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案については９人の委員で構成する予算特別委員会を設置し、これに付託

して審査することに決定をいたしました。 

 お諮りします。ただいま設置されました予算特別委員会の委員の選任については、お手元

に配付の名簿のとおり指名したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、予算特別委員会の委員はお手元に配付いたしました名簿のとおり選任する

ことに決定いたしました。 

 暫時休憩をいたします。なお、予算特別委員会は休憩中に正副委員長の互選をお願いしま

す。 

 

休憩 午後 ４時３０分 

再開 午後 ４時３６分 

 

〇議長（吉野正剛君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

    ◎諸般の報告 

〇議長（吉野正剛君） これから諸般の報告を行います。 

 休憩中に予算特別委員会が開催され、委員長に但木議員、副委員長に船木議員が選任され

ました。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎休会の議決 

〇議長（吉野正剛君） お諮りします。 

 令和２年度一般会計、各特別会計予算に係る付託案件審査等のため、３月７日から３月１

０日までの４日間休会したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉野正剛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、３月７日から３月１０日までの４日間休会とすることに決定をいたしまし

た。 

 

    ◎散会の宣告 



〇議長（吉野正剛君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日はこれで散会をいたします。 

散会 午後 ４時３７分  
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